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 金木犀の香りが漂う季節となり、秋の深まりを感じます。今年もあと２か月。１年があっと

いう間に過ぎてしまいます。 

 １０月にスタッフ全員で「糖化」と「ヒアルロン酸」のセミナーを受けました。先月も書き

ましたが、糖化とは体の中の糖分とタンパク質が結び付いて老化を促進させるＡＧＥs という

物質が増えてしまうことです。糖化は肌の老化や、糖尿病合併症、骨折、脳の委縮に関わりま

す。ジュースや甘いものの摂りすぎに気をつけましょう。そして野菜から食べるよう心がけま

しょう。「ヒアルロン酸」はしわを目立たなくするために注入するものです。人生８０年の時代

になり、より若く、元気に生活したいという方が増えてきました。９月に受講したセミナーで

も、講師の先生が「見た目は大事なんです！」とおっしゃってました。イギリスで、実年齢よ

り若く見える人の方が有病率も少なく、長生きしているという論文が出されたそうです。見た

目の若い人は気持ちも前向きでしょうし、おしゃれして（男女を問わず）外出する機会も多い

でしょう。「もう年なんだから」という気持ちを持たないようにするだけでも違うのではないで

しょうか。iPS 細胞のおかげで寿命はもっと延びるかもしれません。昔読んだ SF 小説のよう

に傷んだ臓器を再生してサイボーグのような体になるのかもしれませんね。 

 食欲の秋です。美味しいものをよく噛んで食べて、生き生きと過ごしましょう。風邪に気を

付けてくださいね。 
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愛情は言葉となってほとばしる 

                    渡辺和子著「置かれた場所で咲きなさい」より 

  

マザー・テレサの修道会では、シスターたちの仕事の一つに、空腹の人たちへの炊き出しがあり

ます。パンとスープを、列を作って待っている人々一人ひとりに渡す仕事です。何十人、時には百

人以上の人々に配り終えて戻ってくるシスターたちに、マザーは、その労をねぎらいつつも、次の

問いかけを忘れません。 

「あなたたちは、受け取る一人ひとりにほほえみかけたでしょうね。ちょっと手に触れて、ぬくも

りを伝えましたか。短い言葉がけを忘れはしなかったでしょうね」 

 このようにすることは、渡す側にとっては、面倒なことだったかもしれません。しかしながら受

け取る側にしてみれば、その日初めてもらえた人間らしい扱いだったに違いないのです。 

 ソフトを組み込んでおけば、スープボウルの受け渡しはロボットにもできます。むしろ効率的に

するかもしれません。しかし、ロボットにできないこと、それは、「生きていてもいなくても同じ」

と考えているホームレスの人たちに、「生きていていいのですよ」というメッセージを、ぬくもり

と優しさで伝えるほほえみであり、短い言葉がけです。 

 言葉には、そこに愛がこめられている時、起死回生の力があるのです。マザー・テレサはいって

います。「私たちには偉大なことはできません。しかし小さなことに、大きな愛をこめることはで

きるのです」 

「寸
すん

鉄
てつ

人を殺す」という言葉があるように、短い言葉でも、相手を殺しもすれば、生かすこともで

きるのです。 

 かつて長野県に存在していたある私立の高等学校は、むずかしい問題を抱えて全国から来た高校

生の多くがそこで生活し、更生して卒業してゆくことで知られていました。校長先生が著した本の

なかに、生徒たちを生かした言葉が語られています。 

 この学校では、生徒を評価するのに、「しか」を使わず、「なら」を使ったというのです。 

 

 

 

 

 

 



「○○は、足し算しかできない」といわないで、「○○は、たし算ならできる」という。これは、

単なる言い回しの違いではなく、教師の心とまなざしの違いです。生徒のできない点を強調するの

でなく、できる点を強調する教師の心に宿る生徒一人ひとりへの愛情と、そのほとばしりが、言葉

となって表れ、生徒を生かしたのでした。 

 言葉は、いつまでも生きものであってほしい。相手を生かし、自分も力づけられる、血のかよっ

た、ぬくもりのある言葉を、そして、その言葉が使える自分を、無機質なものの溢れる中で、しっ

かり守ってゆきたいと思います。 

   

相手を生かす 

  ぬくもりのある言葉を使える自分でありたい 

          言葉ほど恐ろしいものはない。使い方を間違えれば凶器にもなる。 

             言葉を無機質なものにしてはいけない。 

  

  

何ヶ月か前に新聞の書評欄に「置かれた場所で咲きなさい」という本が若い人の間でよく売れて

いるということが載っていました。１０月に講習会に行った際に羽田空港の書店で目にしたため、

早速購入し電車の中で読みました。どのお話も著者の愛情溢れる思いが伝わってきました。人生を

重ねてこられた方ならではの重みを感じました。 

 「私達には偉大なことはできません。しかし、小さなことに、大きな愛を込めることはできるの

です」というマザー・テレサの言葉。胸に響きました。研究や臨床技術においては優れた方がたく

さんいらっしゃるので、自分のレベルの低さに落ち込むこともよくあります。でも、目の前の患者

様に愛情と誠意を込めて接すること、これを一番大切なことと胸に刻んで日々の診療に臨んでいま

す。 

 マザー・テレサはたくさんの祈りを残しておられますが、その中の一つを終礼の時に皆で唱和し

て一日を終わっています。ホームページ（コラム欄）に載せていますので、よかったらお読みくだ

さい。自分以外の人の幸せに思いを馳せる時、不思議と自分の心も穏やかになります。この祈りを

読み終えて静かに解散している毎日です。 


	医院だより2012年11月号（１，２，３，４）
	愛情は言葉となってほとばしる

